
北上川水系河川整備計画の策定について
（直轄管理区間）

Ⅰ．治水から見た流域の特徴
Ⅱ．これまでの主な治水対策
Ⅲ．治水の課題
Ⅳ．河川整備基本方針の考え方
Ⅴ．整備目標の基本的考え方

平成19年11月19日

国土交通省 東北地方整備局

河川法第16条の二により、河川整備基本方針に沿って計画的に河川の整備
を実施すべき区間について、河川に関する学識経験を有する者、関係住民、
県知事等の意見を聴き、河川管理者が河川整備計画を定める。

資料－１



北上川の北上川の概要概要
幹川流路延長 ２４９㎞

流域面積 １０，１５０k㎡

流域市町村数 ２２市町村

(岩手県内７市８町１村)

（宮城県内４市２町）

流域内人口 約１３２万人

田, 14%

畑, 5%

宅地, 3%山林, 78%

流域関連市町村の土地利用状況

ⅠⅠ．治水から見た流域の特徴．治水から見た流域の特徴
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●年間降水量は、流域平均で約1,500mm程度であるが、奥
羽山脈側では1,500mm～2,400mmにもおよぶ

盛岡 

北上 

江刺 

遠野 

大船渡 

気仙沼 

石巻 

古川 

一関 

■：雨量観測所

H6～H15（10年間）の年間平均総降水量分布図

【盛岡】
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●主な洪水の発生要因は、台風の接近通過に伴
う降雨や、台風により刺激された前線が活発
化した降雨で、台風に起因するものが主であ
る。

M43.9

S22.9

S23.9

S56.8

H2.9

H10.8

H14.7

H19.9

昭和54年8月

平成2年9月

平成14年7月

昭和62年8月

昭和56年8月

洪水年月

4,1905

4,2104

4,2853

4,3462

5,4121

実績流量
（m3/s）

順
位

ⅠⅠ．治水から見た流域の特徴．治水から見た流域の特徴 降雨特性降雨特性

狐禅寺地点（北上川）
の実績流量順位

※統計資料が存在する昭和26
年以降の洪水順位

昭和56年8月

平成3年10月

昭和61年8月

平成10年8月

平成14年7月

洪水年月

1,4535

1,5074

1,7723

1,8252

2,0491

実績流量
（m3/s）

順
位

和渕地点（旧北上川）
の実績流量順位

※統計資料が存在する昭和36
年以降の洪水順位

（15号）

（19号）

（ 4号）

（ 6号）

（11号）

主な台風経路
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ⅠⅠ．治水から見た流域の特徴．治水から見た流域の特徴 主な洪水と治水対策主な洪水と治水対策

浸水家屋数(戸)
(岩手県・宮城県 計)

人的被害
(岩手県・宮城県 計)

2日雨量(mm)

要因洪水年月
床上床下
浸水

流失
全半壊

行方不明者死者和渕地点狐禅寺地点明治橋地点

3

13

0

4

23

3,433

4,370

－

440

3,432

1,129

3,207

4,658

59,237

58,969

7,912

1

2

1

2

6

424

65

－

1

0

0

0

0

299

53

－

111124119台風(19号)平成2年9月

150122125台風(4号)平成10年8月

189160150前線＋台風(6号)平成14年7月

－

128

255

201

－

161108アイオン台風昭和23年9月

149135台風(15号)昭和56年8月

168201前線＋台風(11号)平成19年9月

187168カスリン台風昭和22年9月

161257台風＋前線明治43年9月

昭和22年9月洪水
（カスリン台風）
の被害状況

洪水による堆積物が
2階まで達した
（岩手県
一関市大町街路）

昭和23年9月洪水
（アイオン台風）
の被害状況

洪水による堆積物
で街が埋もれた
（岩手県
一関市街地）

平成14年7月洪水
の被害状況

氾濫水位は2階まで達し、
家屋が流失する等甚大
な被害が生じた
（岩手県
一関市 旧川崎村）

主な洪水被害

昭和56年8月洪水
の被害状況

北上川本川の水位の上昇により、
無堤部において洪水氾濫が生じ
た
（宮城県登米市浅水地先）

北上川

大関川

二股川
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ⅠⅠ．治水から見た流域の特徴．治水から見た流域の特徴 水害特性水害特性

江戸時代(1600年）～現在(1995年）ま
で約400年間に飢饉、洪水、河川改修
等の記述は、

・全体で・全体で666666件、うち洪水に関する記述件、うち洪水に関する記述
はは334334件（約件（約5050％）％）
・洪水発生頻度は・洪水発生頻度は400400年／年／334334回回

＝＝1.21.2年に年に11回の頻度回の頻度

水害の特徴

北上川中流部（狭窄部上流）～

下流部（宮城県内）に多い

発生地域

上流：沿川周辺での流下型の氾濫

中流：狭窄部による貯留型の氾濫

下流：低平地部による拡散型の氾濫

氾濫形態

※1)図中の数値は過去の文献から飢饉、洪水、河川改修等に関する記述の数を示す

岩手の土木史研究会

洪水や河川改修、飢饉等の文献記述分布図
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ⅠⅠ．治水から見た流域の特徴．治水から見た流域の特徴 昭和中期までの治水対策昭和中期までの治水対策

治水事業の変遷治水事業の変遷

○河道付け替えや（小さな）堤防が中心

→伊達藩による新田開発と舟運路の整備

→南部藩により盛岡城下の北上川河道付替え

○明治初期～中期

舟運を目的とした低水工事 「一関～盛岡」

○明治29年「河川法制定」

これを期に治水の促進期を迎える

○明治後期～昭和初期
明治明治4433年大洪水で甚大な被害が発生年大洪水で甚大な被害が発生

明治44年 北上川下流部改修計画 策定

→ 新北上川の開削（放水路）

藩
政
時
代

明
治
時
代
～
昭
和
初
期

昭

和

初

期

～

中

期

昭和16年 北上川上流改修計画 策定
→ ダムの建設を優先（田瀬ダム建設） しかし、戦況の悪化により中止
昭和昭和2222年年カスリンカスリン,23,23年アイオン台風年アイオン台風の襲来によるの襲来による既往最大既往最大洪水の発生洪水の発生
昭和24年～48年 北上川上流改修計画 改訂
→ダム計画の見直し ＋ 遊水地計画 大規模築堤工事の実施（S23～S40年後半）
→S21 石淵ダム着手 S25 田瀬ダム再開 S32 湯田ダム着手

S37 四十四田ダム着手 S42 御所ダム着手
→S47 一関遊水地着手
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(花山ダム)

(小田ダム)

(長沼ダム)

(荒砥沢ダム)

鳴子ダム

(栗駒ダム)

四十四田ダム

御所ダム

胆沢ダム(建設中)

石淵ダム

田瀬ダム湯田ダム

(綱取ダム)

(簗川ダム)

(早池峰ダム)

(入畑ダム)

(遠野ダム)

(化女沼ダム)

北上大堰

ⅡⅡ．これまでの主な治水対策．これまでの主な治水対策 地形特性地形特性

上流部の特徴

●中流部から上流部は盆地地形

北上市付近流域地形横断図

氾濫域

県境狭隘地区の特徴

●氾濫域の横断距離は3km程度で流下型の氾濫形態

狭窄部イメージ

●一関下流部は狭窄部であり、最狭部80m程度

一関地方に洪水が頻発する
大きな要因

洪水は溢れながら
下流へ流れていく

岩手県

（建設中）

（建設中）
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ⅡⅡ．これまでの主な治水対策．これまでの主な治水対策 主要な洪水と治水対策主要な洪水と治水対策

昭和22年9月カスリン台風
昭和23年9月アイオン台風

●カスリン台風は、9月6月から降り始めた降雨と台風の影響により温暖前線が刺激され東北地方に豪雨をもたらし、
一関市では甚大な被害が生じた。また、カスリン台風の爪痕が癒えぬまま襲ったアイオン台風はカスリンを越える
被害を生じさせた

明治43年洪水以来の未曾有の大災害であり、現在の洪水調節施設や河道改修の計画策定の根元となる洪水

岩手県

岩手県被害状況

33,42629,2654223,73944345

合計浸水流失全半壊負傷者行方
不明者

死者

浸水家屋数人的被害

一関市
氾濫により町を飲み込んだ

一関市(旧川崎村)
氾濫により家屋が浸水

一関市
氾濫水位が２階まで及んだ

一関市
線路は流され機関車は横転した

岩手県被害状況

28,68425,6268402,2181,403296382

合計浸水流失全半壊負傷者行方
不明者死者

浸水家屋数人的被害カスリン台風 アイオン台風

洪水調節施設計画 ●S26年12月に「北上特定地域」指定、さらにS28年2月には計画の大綱である「北上特定地域総合開発計画」を策定し、アメ
リカのTVA計画をモデルとした「KVA事業」として北上川流域に5ダムの計画、建設が動き出す

石淵ダム（胆沢川）

目 的 洪水調節・発電・かんがい

総貯水量 1,615万m3

石淵ダム（胆沢川）石淵ダム（胆沢川）

目 的 洪水調節・発電・かんがい

総貯水量 1,615万m3

田瀬ダム（猿ヶ石川）

目 的 洪水調節・発電・かんがい

総貯水量 1億4,650万m3

田瀬ダム（猿ヶ石川）田瀬ダム（猿ヶ石川）

目 的 洪水調節・発電・かんがい

総貯水量 1億4,650万m3

湯田ダム（和賀川）

目 的 洪水調節・発電・かんがい

総貯水量 1億1,416万m3

湯田ダム（和賀川）湯田ダム（和賀川）

目 的 洪水調節・発電・かんがい

総貯水量 1億1,416万m3

四十四田ダム（北上川）

目 的 洪水調節・発電

総貯水量 4,710万m3

四十四田ダム（北上川）四十四田ダム（北上川）

目 的 洪水調節・発電

総貯水量 4,710万m3

御所ダム（雫石川）

目 的
洪水調節・上水道・発電
流水の正常な機能の維持

総貯水量 6,500万m3

御所ダム（雫石川）御所ダム（雫石川）

目 的
洪水調節・上水道・発電
流水の正常な機能の維持

総貯水量 6,500万m3

昭和28年竣工

◆水没戸数：119戸

昭和29年竣工

◆水没戸数：181戸

昭和39年竣工

◆水没戸数：482戸

昭和43年竣工

◆水没戸数： 60戸

昭和56年竣工

◆水没戸数：448戸

7
５ダムの建設による水没戸数：５ダムの建設による水没戸数：1,2901,290戸戸



ⅡⅡ．これまでの主な治水対策．これまでの主な治水対策 主要な洪水と治水対策主要な洪水と治水対策

昭和56年8月洪水（台風15号）

●堤防の未整備箇所から広がった濁流は多くの家屋浸水を招いた

盛岡市
盛岡駅前開運橋付近 河道水位が隣接する家屋まで及
んでいる

奥州市(旧前沢町)
箱石橋上流の堤防未整備箇所

一関市遊水地付近（周囲堤施工前）

●8月23日未明に八丈島の東西海にあった台風が北上。日本海側にあった低気圧は東側に進み岩手県内は暴風
雨となる

５大ダムの完成直後に発生した洪水の降雨量はアイオン台風と同規模(狐禅寺上流)であったが、狐禅
寺観測所水位はダムがなかった水位に比べ約2.5m低減させたものと推定

岩手県被害状況

3,0523,036164

合計浸水流失全半壊負傷者行方
不明者死者

浸水家屋数人的被害

一関遊水地事業等 ●S47年に事業着手した一関遊水地事業は周囲堤の建設を重点的に整備し、平成19年9月17日洪水では周囲堤の
建設により一関市市街地を洪水から防御した

周囲堤

北上川北上川

磐井川磐井川

【H19.9（前線）洪水】

第一遊水地

公共施設
及び商業施設

Ｓ５６洪水Ｓ５６洪水
浸水範囲浸水範囲

【S56.8洪水台風15号】

北上川北上川
磐井川磐井川

磐井川磐井川
第一遊水地

周囲堤位置

周囲堤を周囲堤を
整備整備

S56年洪水 五大ダムによる水位低減

約2.5m水位低減

岩手県

北上川
磐井川

磐井川

北上川

北上川
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ⅡⅡ．これまでの主な治水対策．これまでの主な治水対策 主要な洪水と治水対策主要な洪水と治水対策

花巻市(旧石鳥谷町)
沿川の工場・家屋の浸水

奥州市(旧水沢市)
工場団地に浸水が及んだ

一関市(旧川崎村)
砂鉄川 堤防改修中に被害に見舞われた

●非常に強い台風6号の接近と、停滞する梅雨前線の活発化で北上川流域で大雨となった。北上川のほとんどの
水位観測所で警戒・危険水位を越える出水となり、降雨量ではカスリン台風、アイオン台風に次ぐ、戦後第
３位の洪水となった

岩手県被害状況

2,1432,134982

合計浸水流失全半壊負傷者行方
不明者死者

浸水家屋数人的被害

砂鉄川は、本川の背水の影響により度々洪水被害を被り特にH14洪水では床上浸水743戸、床下浸水
222戸の甚大な災害が生じた。その抜本的な治水対策として国土交通省、岩手県、自治体の連携によ
り緊急治水対策が実施され、平成19年9月洪水では砂鉄川の氾濫による浸水被害は生じなかった

平成14年7月11日洪水の状況

北上川

砂鉄川

北上川

砂鉄川

平成19年9月17日洪水の状況

治水事業の早期実現の結果、平成19年9月洪水では浸水被害が生じていない

砂鉄川の治水事業を早期に実現するために、国・県・
自治体が連携し事業に取り組んだ
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岩手県

平成14年7月洪水（台風15号）

北上川

北上川

砂鉄川



花
藤
橋

平成14年7月洪水

ⅡⅡ．これまでの主な治水対策．これまでの主な治水対策 主要な洪水と治水対策主要な洪水と治水対策

土地利用一体型水防災事業

北上川流域

岩手県盛岡市

花巻市
北上市

秋田県

一関遊水地

狭隘地区

宮城県

一関市

奥州市

一関河賀慶

一関川底
一関番台

一関小間木

藤沢小日形
薄衣石船渡

対策前

嵩上げ

輪中堤

対策後洪水が流れる範囲

土地利用一体型水防災事業イメージ図

：洪水が流れる範囲

：低水路幅

岩手県

宮
城
県
境

一関遊水地

砂鉄川

一関横石

藤沢下曲田

一関荷掛場

日形沼田

日形中神

花泉下清水

花泉大森

花泉川の口

藤沢上曲田

薄衣下巻
薄衣畑の沢

狐禅寺～

砂鉄川合流点

砂鉄川合流点

～宮城県境

県道239号白崖弥栄線

県道168号薄衣舞川線

県道189号東和薄衣線

北
上
川
上
流
狭
隘
地
区
約
26
km
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ⅡⅡ．これまでの主な治水対策．これまでの主な治水対策 カスリン台風からカスリン台風から6060年の北上川治水事業の評価年の北上川治水事業の評価

●上流ダム群の整備により洪水調節を行い河道流量を低減
●一関遊水地の促進により水害常襲地帯の被害軽減

これまでの
治水事業 ●資産の集中する都市部や市街地の堤防整備を促進

無堤部が約４０％４０％と堤防整備率が低い 無堤部では浸水被害が発生

これにより

しかし ●未だ残る無堤区間により北上川中流部では浸水被害が発生

岩手県側

完成堤 ： ４１％

暫定堤 ： ２０％

無堤 ： ３９％

〔岩手県側〕

暫定
20%

完成
41%

無堤
39%

〔宮城県側

岩手県側

完成堤 ： ４１％

暫定堤 ： ２０％

無堤 ： ３９％

〔岩手県側〕

暫定
20%

完成
41%

無堤
39%

〔宮城県側

11

岩手県

●カスリン台風当時の氾濫域に比べ約5,000ha、浸水世帯数約13,000
世帯を軽減し、60年の治水事業は着実に効果を発揮

※暫定堤防：堤防の高さや幅が計画堤防に満たないもの

一関市狭窄部の浸水状況一関市狭窄部の浸水状況 北上市立花地区の浸水状況北上市立花地区の浸水状況

立花地区

平成14年7月洪水 平成14年7月洪水



7010S22.9現況（想定）※１

5,830

5,900

浸水世帯数※２

(世帯)

290事業効果

300S22.9実績

浸水面積

(ha)
項目

ⅡⅡ．これまでの主な治水対策．これまでの主な治水対策 カスリン台風からカスリン台風から6060年の北上川治水事業の評価年の北上川治水事業の評価

浸水範囲内の被害状況
（四十四田ダム～明治橋）

戦後最大洪水(S22.9洪水(カスリン台風))が来襲した場合 北上川上流部［四十四田ダム(195k) ～男山地点(124k)］

雫石川

中津川

御所ダム

四十四田ダム

田瀬ダム

猿ヶ石川

北
上
川

●館坂橋

●明治橋

●男山

S22.9洪水(カスリン台風)での
実績浸水範囲と現況浸水想定範囲

※現況浸水想定区域図
は、越水及び破堤の
危険性のある全ての
箇所での氾濫エリア
を重ねあわせたもの
であるので、浸水エ
リアの最大範囲を示
している

浸水想定範囲

7,4905,710S22.9現況（想定）※１

5,440

12,930

浸水世帯数※２

(世帯)

2,380事業効果

8,090S22.9実績

浸水面積

(ha)
項目

浸水範囲内の被害状況
（明治橋～一関遊水地）

岩手県

紫波町

花巻市

※１
S22.9現況（想定）：現況のダム・河道の状況でS22.9と同規模

の降雨が発生した場合における最大の浸
水範囲をシミュレーションで算定

※２
浸水世帯数 ：同程度の評価をするために、平成12年度

国勢調査資料より、浸水想定範囲内の世
帯数を抽出：S22.9現況浸水想定範囲

：S22.9実績浸水範囲
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北
上
川

一
関
遊
水
地

磐井川

北
上
川

砂
鉄
川

●男山

狐禅寺■

3,820420S22.9現況（想定）※１

1,340

5,160

浸水世帯数※２

(世帯)

2,220事業効果

2,640S22.9実績

浸水面積

(ha)
項目

ⅡⅡ．これまでの主な治水対策．これまでの主な治水対策 カスリン台風からカスリン台風から6060年の北上川治水事業の評価年の北上川治水事業の評価

浸水範囲内の被害状況
（一関遊水地）

戦後最大洪水(S22.9洪水(カスリン台風))が来襲した場合 北上川上流部［男山地点(124k) ～県境(51k)］

13

S22.9洪水(カスリン台風)での
実績浸水範囲と現況浸水想定範囲

：S22.9現況浸水想定範囲

：S22.9実績浸水範囲

6201,450S22.9現況（想定）※１

30

650

浸水世帯数※２

(世帯)

60事業効果

1,510S22.9実績

浸水面積

(ha)
項目

浸水範囲内の被害状況
（一関遊水地～県境）

岩手県

奥州市（水沢市）

一関市

※２
浸水世帯数 ：同程度の評価をするために、平成12年度

国勢調査資料より、浸水想定範囲内の世
帯数を抽出

※１
S22.9現況（想定）：現況のダム・河道の状況でS22.9と同規模

の降雨が発生した場合における最大の浸
水範囲をシミュレーションで算定

※現況浸水想定区域図
は、越水及び破堤の
危険性のある全ての
箇所での氾濫エリア
を重ねあわせたもの
であるので、浸水エ
リアの最大範囲を示
している

浸水想定範囲
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胆沢ダム(建設中)
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田瀬ダム湯田ダム
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(簗川ダム：建設中)

(早池峰ダム)

(入畑ダム)

(遠野ダム)
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北上大堰
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基
準
水
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を
超
過
し
た
回
数

水防団待機水位以上

はん濫注意水位以上

避難判断水位以上

はん濫危険水位以上

【下流側】
【上流側】

ⅡⅡ．これまでの主な治水対策．これまでの主な治水対策 現況の治水安全度現況の治水安全度

治水安全度

近年20年間(S62～H18)の基準水位超過の状況

●北上川では、岩手県側で基準水位を超過する回数が多く、洪水により被害を受ける頻度が高い

計画流量に対する流下能力達成度評価 流下能力達成度＝現況流下能力／計画流量(％)
流下能力評価高
有堤部：ＳＤ天端高
無堤部：宅盤高(農地は評価しない)

※ＳＤ：堤防の計画幅が確保可能な位置の高さ

●北上川では、縦断的な安全度がアンバランスな状
況にある。特に北上から上流と一関上下流にかけ
ての安全度が低い

超過頻度大

館坂橋 ▲
明治橋 ▲

▲ 紫波橋

▲ 朝日橋

▲ 男山

▲ 桜木橋

▲ 大曲橋

▲ 狐禅寺
▲ 諏訪前

七日町 ▲

▲ 大泉
▲ 米谷

▲ 月浜
▲ 福地

登米 ▲

飯野川 ▲

▲ 脇谷上流

堤防未整備率
＝未整備区間／堤防必要区間

岩手県

【参考】
水防団待機水位：水防団が出動のために待機する水位
はん濫注意水位：市町村長の避難準備情報等の発令判断の目安、

住民のはん濫に関する情報への注意喚起、水
防団の出動の目安

避難判断水位 ：市町村長の避難勧告等の発令判断の目安、住
民の避難判断の参考

はん濫危険水位：洪水により相当の家屋浸水等の被害を生じる
はん濫の恐れがある水位
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北上川水系流域界 

県境 

基準地点 

主要な地点 

既設ダム （ ）は補助ダム 

建設中ダム 

堰 

遊水地 

想定氾濫区域 

 

流域図凡例 

 1,000m 以上 

500～1,000m

300～500m 

100～300m 

0～100m 

ⅡⅡ．これまでの主な治水対策．これまでの主な治水対策 地形特性地形特性

・江合川は、大崎市市街部に入ると河床勾配が緩く
なっており、一度氾濫すると、氾濫被害が拡大し
易い地形

・右岸側に広大な低平部が広がり氾濫水が拡散し、
長時間にわたり浸水被害が起こる

・旧北上川の河床勾配はさらに緩く、左右岸は、石
巻市の広大な低平部が広がり氾濫すると拡散し、
長時間にわたり浸水被害が起こる

・宮城県に入ると急激に河床勾配が緩くなっており、
一度氾濫すると、氾濫被害が拡大し易い地形

・右岸側は、登米市の広大な低平部が広がり氾濫水
が拡散し、長時間にわたり浸水被害が起こる

河床縦断図（北上川）
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北上大堰

ⅡⅡ．これまでの主な治水対策．これまでの主な治水対策 地形特性地形特性

●宮城県に入ると、河川の勾配が緩く、高低差の無い低平地が広がり、拡散型の氾濫形態
となり、氾濫の長期化・氾濫域の拡大により、一度氾濫すると甚大な被害が懸念される

下流部の特徴

×
破
堤登

米
市

川
上
北

北上川右岸44.4k破堤計算
氾濫シミュレーション
（破堤後50時間後）

氾濫面積
約5,800ha ２ｋｍ

標高図

標高凡例

宮城県
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ⅡⅡ．これまでの主な治水の対策．これまでの主な治水の対策 カスリン・アイオン台風出水状況カスリン・アイオン台風出水状況 宮城県

氾濫の特徴
○カスリン台風による洪水では北上川右岸大泉堤防（旧中田町）が決壊。拡散型の氾濫域のため、被害は広範囲になる
○高低差のない低平地のため、１箇月もの湛水により農作物が全滅

旧北上川流域界

アイオン台風浸水範囲

北
上
川

江合川

鳴
瀬
川

旧
北
上
川

石巻湾

北
上
川

旧北上川流域界

カスリン台風浸水範囲

×破堤

※宮城県調査資料より作成

宮城県被害状況

29,91329,7041654441020

合計浸水流失全半壊負傷者行方
不明者

死者

浸水家屋数人的被害

宮城県被害状況

33,98633,61112125425342

合計浸水流失全半壊負傷者行方
不明者死者

浸水家屋数人的被害

氾濫する夏川（旧中田町） 北上川の氾濫により浸水した
（旧東和町）

北
上
川

江合川

鳴
瀬
川

旧
北
上
川

石巻湾

北
上
川

×破堤

破堤×

×破堤

×破堤破堤×

×破堤

17

カスリン台風 アイオン台風

浸水区域図



ⅡⅡ．これまでの主な治水対策．これまでの主な治水対策 河川改修の沿革（江戸時代）河川改修の沿革（江戸時代）

原 始 河 川

①相模土手伊達相模宗直の工事後
だてさがみむねなお

江 戸 時 代 １

①三川の合流

かわむらまごべい

和渕山 神取山

川村孫兵衛の工事後

江 戸 時 代 ２

氾濫常襲地帯

○領内北方の米を江戸に廻送し、経済的に利益を得ることを
目的とし、北上川を利用して石巻湊に物資を集中させるた
めの航路として、北上川、迫川、江合川の三川を合流させ
た

○舟運体系の確立を主体とした治水対策により現在の登米市
（旧米山町、旧豊里町）、涌谷町、田尻町など広範囲にわ
たって水害の常襲地帯となる

川村孫兵衛の改修

川村孫兵衛の改修による影響

宮城県
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迫川

江合川

560

2,790

1,200

2,230

 明治４４年（北上川下流 当初計画）
 大正１０年（江合川・鳴瀬川 当初計画）

石巻湾 追波湾

旧
北
上
川

北
上
川

鳴瀬川

新江合川 

5,570

840

4,730

1,950

01,030

1
,0

3
0

ⅡⅡ．これまでの主な治水対策．これまでの主な治水対策 河川改修の沿革（明治～昭和初期）河川改修の沿革（明治～昭和初期） 宮城県

明治～昭和初期の改修：明治44年以降、洪水防御を目的とした改修が行われはじめた

《北上川・旧北上川》

○この頃の治水対策は、ダム等による洪
水調節技術がなかったことから「放水路
による改修」を用い『新北上川の開削』
を中心とした改修を決定

○新北上川の開削に伴い柳津町中心街
（現登米市）、北上町大須地区（現石巻
市）の住民が移転（300戸を越える住家
及び学校等の公共施設、人口1,848人）

《江合川・鳴瀬川》

○江合川の流量を全量鳴瀬川に合流
させる計画が決定

○開削工事は昭和8年に着手し、昭
和32年に現在の新江合川の形状と
なった

明治43年洪水を契機に明治44年に北上川・旧北上川の当初計画が策
定され、江合川は鳴瀬川と併せて大正10年に当初計画が策定された

新北上川開削状況新江合川開削工事状況

19

旧北上川

新
北
上
川

旧津山町中心街

明治以降

津山町津山町中心街の移転の移転
内務省を訪れた陳情団

新北上川の
開削区間

改修前の北上川
現在の旧北上川

改修前の追波川
現在の新北上川

大正5年発行
の地形図

川村孫兵衛による改
修での締切り箇所

新北上川開削平面図

当初計画（宮城県側）

北
上
川

0

：新川開削

1
,
03

0



ⅡⅡ．これまでの主な治水対策．これまでの主な治水対策 河川改修の沿革（戦後）河川改修の沿革（戦後） 宮城県

戦後の改修：近代工法を用いた洪水防御の改修が行われはじめた

《北上川・旧北上川》

○北上川から旧北上川への洪水時
分流量を「０」とする

第２次改定計画（北上川）

昭和22年・23年洪水を受け、北上川は分流施設で０分派として洪水処理が計画され、
一方、旧北上川は江合川、鳴瀬川と一体となって洪水処理が計画された

《江合川・鳴瀬川》

○昭和22年洪水を契機に治水計画を
見直す

○江合川の洪水流量は新江合川を通
じて鳴瀬川への全量分派流は、鳴
瀬川の計画流量が倍以上となった
ため困難

○江合川の分派量の低減

○江合川上流での洪水調節施設とし
て鳴子ダムを位置付け

北上川と北上川と旧北上川の分派地点：旧北上川分流事業平成１９年度竣功予定旧北上川の分派地点：旧北上川分流事業平成１９年度竣功予定

河北新報記事

S22.10.29

河北新報記事

S22.10.15

蕪栗沼
遊水地

南谷地
遊水地

一関
遊水地

北

上

川

衣
川

磐井川
久保川

砂鉄川

千厩川

黄海
川

金
流
川

川
股
二

迫
川

川
沼
長

一迫
川

二迫川

三
迫
川

川
迫
旧

田
尻
川

江
合
川

新江合川

川
瀬
鳴

吉田川

(花山ダム)

(小田ダム)

(長沼ダム：建設中)

(荒砥沢ダム)

鳴子ダム

(栗駒ダム)

(化女沼ダム)

北上大堰

(筒砂子ダム)

(南川ダム)

(宮床ダム)

田川ダム

旧北上川分流施設
(漆沢ダム)

迫川

旧迫川

江合川

1,200

4,700

3,000

3,500

 昭和２４年 北上川下流 第１次改定計画
         江合川・鳴瀬川 同上

6,500

0

800

新江合川

北
上
川

鳴瀬川

1,100

3
0
0

6,500

石巻湾 追波湾

300

900

2,000

旧
北
上
川

昭和28年 北上川下流 第2次改訂計画
江合川・鳴瀬川 第4次改訂計画

●鳴子ダム
（江合川）

昭和32年竣功

水没家屋数：24戸

（1,200）

（
1,

03
0） （0）

（1,950）

（4,730）

（5,570）

（ ）書きは当初計画流量

＊鳴瀬川への全量分派に対する地元の反対記事
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ⅡⅡ．これまでの主な治水対策．これまでの主な治水対策 旧北上川河口部の被害旧北上川河口部の被害 宮城県

河口部の津波・高潮による浸水被害

津波被害：チリ地震津波

●昭和35年5月23日4時11分（日本標準時）、チリ中部沿岸においてマグニチュード8.25～8.5の大地震が発生、22時間後の24日2時37分に第1波
が宮城県に到達し、三陸沿岸で6m以上の津波が発生し各地に多大な被害が生じた
●河口部においては、津波により船が、内海橋に激突するなどの被害が発生した

石巻市：津波により橋梁に衝突した船 石巻市：津波により沈没した船

高潮被害

●平成14年7月は、浸水家屋も多く、広範囲に渡
り避難勧告が発令（5,894世帯19,613名）また、
平成19年9月にも避難勧告が発令

対象地区 対象世帯数 対象人員 備考
水押・開北・大橋 1,102 5,688
水明北・南 1,100 3,543
住吉 423 1,180
中央 466 933
門脇町 841 2,308
不動町 420 1,244
湊町・川口町 820 2,333
八幡町 301 871
新栄（稲井） 421 1,513

（避難者数）
1,387

合計 5,894 19,613

浸水エリア

浸水エリア

避難勧告範囲

H14.7 旧北上川右岸（内海橋より下流）

床上浸水（戸） 床下浸水（戸）

平成10年9月 高潮 31 12
平成14年7月 高潮 121 194 5,894世帯、19,613人

平成18年10月 高潮 6 27
平成19年9月 高潮 0 1 2,111世帯、5,830人

浸水家屋数
年 月 要 因 避難勧告

●旧北上川高潮区間においては約3年に1回浸水被
害が発生

平成10年以降の旧北上川における高潮被害状況

平成14年7月

21

※高潮区間：台風や発達した低気圧が海岸部を通過する際に生じる海面の上昇による

災害防止が必要な区間



ⅡⅡ．これまでの主な治水対策．これまでの主な治水対策 カスリン台風からカスリン台風から6060年の北上川治水事業の評価年の北上川治水事業の評価

●拡散する氾濫形態を有する広大な低平地において堤防整備の推進
●下流域の洪水の分散を図るための分流事業

これまでの
治水事業 ●洪水調節施設による洪水量の低減

暫定堤防が約７４％７４％と多い 無堤部では津波や高潮被害が発生

これにより

しかし
●石巻市街地では無堤区間が残されており、津波・高潮による浸水
被害が発生

●洪水の長期化により堤防などの量的整備に加え質的整備が必要

〔宮城県側〕
無堤

4% 完成
22%

暫定
74%

チリ沖地震津波水位

約1m

石巻市○○（H14.7月)石巻市中央（H14.7月) 石巻市八幡町（H14.7月)

宮城県

※暫定堤防：堤防の高さや幅が計画堤防に満たないもの

●カスリン台風当時の氾濫域に比べ約11,000ha、浸水世帯数約24,000
世帯を軽減し、60年の治水事業は着実に効果を発揮

22



■和渕

旧
北
上
川江合川

●涌谷

旧北上川分流施設

北
上
川

ⅡⅡ．これまでの主な治水対策．これまでの主な治水対策 カスリン台風からカスリン台風から6060年の北上川治水事業の評価年の北上川治水事業の評価

S22.9洪水(カスリン台風)での
実績浸水範囲と現況浸水想定範囲

：S22.9現況浸水想定範囲

：S22.9実績浸水範囲

戦後最大洪水(S22.9洪水(カスリン台風))が来襲した場合 北上川（宮城県）・旧北上川・江合川

※現況浸水想定区域図
は、越水及び破堤の危
険性のある全ての箇所
での氾濫エリアを重ね
あわせたものであるの
で、浸水エリアの最大
範囲を示している 浸水想定範囲

●荒雄

43,20025,620S22.9現況（想定）※１

23,940

67,140

浸水世帯数※２

(世帯)

10,610事業効果

36,230S22.9実績

浸水面積

(ha)
項目

浸水範囲内の被害状況
（北上川（宮城県側）・旧北上川・江合川）

23

大崎市

※２
浸水世帯数 ：同程度の評価をするために、平成12年度

国勢調査資料より、浸水想定範囲内の世
帯数を抽出

宮城県

※１
S22.9現況（想定）：現況のダム・河道の状況でS22.9と同規模

の降雨が発生した場合における最大の浸
水範囲をシミュレーションで算定
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【下流側】 【上流側】
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月浜 福地 飯野川 脇谷上流 登米 米谷 大泉 門脇 大森 和渕 倉埣 短台 涌谷 下谷地 荒雄

北上川【宮城県】 旧北上川 江合川

基
準
水
位
を
超
過
し
た
回
数

水防団待機水位以上

はん濫注意水位以上

避難判断水位以上

はん濫危険水位以上

【下流側】
【上流側】

ⅡⅡ．これまでの主な治水対策．これまでの主な治水対策 現況の治水安全度現況の治水安全度

治水安全度 計画流量に対する流下能力達成度評価

●旧北上川・江合川では、下流側の安全度が低く、
今後の治水事業の課題箇所である

近年20年間(S62～H18)の基準水位超過の状況

●旧北上川では、河口に位置する門脇での基準水位の超過頻度が高い
●江合川では、旧北上川と併せて比較しても、江合川下流の基準水位の超過頻度が高い

流下能力達成度＝現況流下能力／計画流量(％)
流下能力評価高
有堤部：ＳＤ天端高
無堤部：宅盤高(農地は評価しない)

※ＳＤ：堤防の計画幅が確保可能な位置の高さ

蕪栗沼

遊水地

南谷地

遊水地

一関

遊水地

北
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衣
川
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川
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川
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長
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二迫川

三
迫
川

川
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旧

田
尻
川

江
合
川

新江合川

川
瀬
鳴

吉田川

(花山ダム)

(小田ダム)

(長沼ダム：建設中)

(荒砥沢ダム)

鳴子ダム

(栗駒ダム)

(化女沼ダム)

北上大堰

(筒砂子ダム)

(漆沢ダム)

(南川ダム)

(宮床ダム)

田川ダム

▲ 大泉

▲ 米谷

▲ 月浜

▲ 福地

登米 ▲

▲ 飯野川

▲ 脇谷上流

▲ 門脇

▲
和渕

倉埣 ▲
短台
▲涌谷 ▲

荒雄 ▲下谷地
▲

堤防未整備率
＝未整備区間／堤防必要区間

※整備計画
後達成度

※鳴瀬川の流下能力達成度については鳴瀬川水系河川整備学識者懇談会資料より抜粋

宮城県

【参考】
水防団待機水位：水防団が出動のために待機する水位
はん濫注意水位：市町村長の避難準備情報等の発令判断の目安、住民

のはん濫に関する情報への注意喚起、水防団の出動
の目安

避難判断水位 ：市町村長の避難勧告等の発令判断の目安、住民の避
難判断の参考

はん濫危険水位：洪水により相当の家屋浸水等の被害を生じるはん濫
の恐れがある水位
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(南川ダム)

(宮床ダム)

田川ダム

(漆沢ダム)

ⅢⅢ．治水の課題．治水の課題

洪水の負荷を軽減し、石巻地区
江合川沿川等の洪水被害を軽減

ダムによる洪水調節で沿川の安全性を向上

洪水氾濫地区を遊水地と位置づけ遊水機能を保全

周囲堤と小堤により地先の土地利用に応じ洪水を防御
遊水地上流部の改修による負荷を軽減

早期に効果を発揮する治水対策の検討

６ダム建設に伴う
水没家屋数

約１，３００戸

遊水地内での
洪水調節

市街地への洪水
防御

小堤による遊水地へ
の洪水防御

遊水地の利活用

普段の遊水地

中小洪水時
大洪水時

昭和33年完成

明治43年の大洪水を契機に江合川を全量
鳴瀬川に合流させる計画を立てる。カスリ
ン台風等を契機に地元住民の強い反対意見
もあり計画の見直しを行い現在に至る

遊水地の移転家屋数
約４５０戸●無堤部が約４０％と堤防整備率が低い

岩手県側の治水状況

これまでの
治水事業

治水の現状

宮城県側の治水状況
●広い氾濫区域となる低平地において、速やかに洪水
を流すための堤防整備

●下流域の洪水の分散を図るための分流事業

●堤防整備率が９６％（暫定含む）と高い治水の現状

昭和22.9月（カスリン台風）、昭和23.9月（アイオン台風）の被害を受け、
「北上特定地域総合開発計画（KVA計画)」を策定
田瀬・石淵・湯田・四十四田・御所の５大ダムの他、鳴子ダム等の多目的
ダムにより、洪水時に水を貯め込み、河川を流れる洪水量の低減を図る
とともに、エネルギー開発、かんがい用水の供給等流域の発展になくて
はならない役割を果たしている

●上流ダム群の整備により洪水調節を行い河道流量を低減
●一関遊水地の促進により中流部の遊水機能の保全と地先
防御を実施

これまでの
治水事業

これからの
方向性

●早期に治水効果を発揮する効果的な治水対策が必要
●ダム・遊水地による河道流量の低減が必要

これからの
方向性

●高潮・津波被害からの軽減が必要
●下流域の洪水を分散するための分流事業の推進が
必要
●堤防の量的・質的整備が必要

平成14年7月洪水状況

輪
中
堤

雄物川

輪
中
堤

輪中堤

輪中堤による整備イメージ
雄物川強首地区

宅地嵩上げ

計画高水位

宅地嵩上げによる
整備イメージ

高潮・津波被害からの軽減の検討

高潮堤防を建設し頻発する被害の軽減
を図る

地震・津波対策
今後30年間に99％の高い確率で発生すると予
想されている宮城県沖地震に鑑み、地震・津波
防災を図るため堤防強化対策等が必要

平成14年7月洪水状況 平成18年10月洪水状況
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明治43年の大洪水を契機に新川を開削す
る治水計画を立案し、多くの移転者を伴う
大規模な工事を実施。カスリン台風等を契
機に洪水時０分派が計画され現在に至る

水系全体（岩手県・宮城県）

北上川

新川開削に伴う
移転家屋数
約３００戸

旧
北
上
川



ⅣⅣ．．河川整備基本方針河川整備基本方針の考え方の考え方

整備済み堤防の撤去と再整備、
堤内側の土地買収に多額の費用
を要し、現在の土地利用に与え
る影響が大きい。

ダムや遊水地により水位低下を
図る。ただし、ダム・遊水地の
適地に限界がある。

掘削により水位低下を図る。た
だし、堤防の保護等の問題から
掘削には限界がある。

破堤時の被害が拡大する。
また、橋梁等の改築が必要なだ
けでなく、堤内側の土地買収に
多額の費用を要する。

河
川
整
備
基
本
方
針
の
改
修
内
容

こ
れ
ま
で
の
整
備
状
況
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、

複
数
の
対
策
に
つ
い
て
、
社
会
・
環
境
・

経
済
面
か
ら
総
合
的
に
評
価
し
、
河
川
整

備
基
本
方
針
に
お
け
る
治
水
対
策
の
基
本

的
内
容
を
決
定
。

複数の対策について社会・環境・経済面から総合的に評価し、「基準地点狐禅寺の基本高水
流量13,600m3/sのうち、流域内の洪水調節施設により5,100m3/sを調節して河道への配分流量
を8,500m3/sとする。基準地点和渕の基本高水流量4,100m3/sのうち、流域内の洪水調節施設
により1,600m3/sを調節して河道への配分流量を2,500m3/sとする。 」ことを、河川整備基
本方針における治水対策の基本的内容とした。（平成18年11月国土交通大臣決定）

「河道掘削」による水位の低下

「引堤」による水位の低下

「ダム・遊水地の洪水調節効果」による水位の低下

「堤防嵩上げ」による対応

※無堤箇所や断面（堤防幅や幅）が不足する
箇所において堤防の整備を実施

◆河川整備基本方針における治水対策の基本的内容

水系全体（岩手県・宮城県）
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ⅣⅣ．．河川整備基本方針河川整備基本方針の考え方の考え方

◆河川整備基本方針における北上川河道配分流量（計画高水流量）配分図

石巻湾 追波湾

鳴瀬川

新江合川

江合川

旧迫川

迫川

磐井川

胆沢川

和賀川

雫石川

館坂橋●

明治橋●

男山●

狐禅寺■

登米●

佐沼●大林●

三方江●

荒雄● 涌谷●

河口● ●河口

和渕■

旧北上川 北上川

中津川

稗貫川

猿ヶ石川

人首川

砂鉄川

1,200

900

3,100

950

1,200

1,500

1,800

8,000

1,500
1,000

1,600

8,500

1,500

8,700

1,0001,600

0

350

1,0001,800

8,700

8
0
0

河口●

和渕■

（13,600）

（4,100）

基準地点

主要地点

単位：m3/s

（ ）基本高水流量

上流の洪水調節施設に

より5,100m3/sを調節

上流の洪水調節施設に

より1,600m3/sを調節
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水系全体（岩手県・宮城県）

2,500



ⅤⅤ．整備目標の基本的考え方．整備目標の基本的考え方

◆北上川水系における治水の目標

◆北上川水系における治水の課題

北上川の治水計画は、戦後直後に
発生したカスリン台風・アイオン
台風による甚大な被害を受けて、
対策を講じてきた

北上川の治水対策の対応と課題
【北上川全体】
カスリン台風(S22.9)、アイオン台風(S23.9)による甚大な洪水被害を受けて治水計画の策定及
び治水事業を実施してきたが、未だ戦後を代表する洪水に対する安全性が未達成。

【上・中流部の岩手県内】
洪水被害の低減と、水資源・電力資源等を目的としたダムの整備を優先しつつ、資産の集積す
る地域の堤防の整備を実施してきた。また、県境狭窄部により洪水常襲地帯となっていた一関
地区において、当該地域が有する遊水機能の保全と土地利用を両立させ、上流改修による洪水
負荷を含め、集積資産を洪水から守るための遊水地の整備を実施してきた。しかしながら、ダ
ム、遊水地とも整備途上であり、未だ無堤部が多く存在する他、狭窄部の家屋が未対策。

【下流部の宮城県】
洪水の氾濫制御を目的とした堤防整備を優先させ、一方、河道の付け替えや洪水分派等の事業
を実施する他、洪水調節や利水に資するダムを建設してきた。低平地部にも関わらず無堤部が
存在する他、分派先の鳴瀬川についても十分な治水安全度が未達成。また、河口部においては、
チリ地震津波により床上浸水等の重大な被害が発生しているものの、津波･高潮に対する再度災
害対策が未だ途上にある。

○戦後を代表する昭和22年9月(カスリン台風)洪水等 及び 津波･高潮に対する再度災害対策が未達成。

○上･中･下流と地形特性や氾濫特性、背後地の土地利用等は異なるが未だ無堤部が存在。狭窄部の家屋対策も未達成。

○北上川の洪水の一部を受け入れる鳴瀬川との整備バランスの確保が必要

課
題

水系全体（岩手県・宮城県）

○計画の対象期間

○治水の目標と
すべき外力等

今後概ね３０年間

水系全体として甚大な被害を被った昭和22年9月(カスリン台風)洪水と同規模の
洪水 及び チリ地震津波を対象とし、床上浸水等の重大な家屋被害を防止する
とともに、農地の浸水被害の軽減に努める。
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ⅤⅤ．整備目標の基本的考え方．整備目標の基本的考え方

北上川明治橋地点上流域の実績平均２日雨量 北上川明治橋地点の年最大流量（氾濫ダム戻し）

北上川狐禅寺地点上流域の実績平均２日雨量 北上川狐禅寺地点の年最大流量（氾濫ダム戻し）
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29

岩手県

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000

14,000

15,000

S
22

S
25

S
28

S
31

S
34

S
37

S
40

S
43

S
46

S
49

S
52

S
55

S
58

S
61

H
01

H
04

H
07

H
10

H
13

H
16

H
19

ピ
ー
ク
流
量

(
m
3/

s
)

基本高水のピーク流量 6200m3/s戦後第1位の流量 4100m3/s(S22.9)

戦後第2位の流量 3900m3/s(H19.9)

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000

14,000

15,000

S
22

S
25

S
28

S
31

S
34

S
37

S
40

S
43

S
46

S
49

S
52

S
55

S
58

S
61

H
01

H
04

H
07

H
10

H
13

H
16

H
19

ピ
ー
ク
流
量

(
m
3/
s
)

基本高水のピーク流量 13600m3/s

戦後第1位の流量 13400m3/s(S22.9)

戦後第2位の流量 8800m3/s(H19.9)

戦後第2位の降雨(H19.9）173mm



0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

S
22

S
25

S
28

S
31

S
34

S
37

S
40

S
43

S
46

S
49

S
52

S
55

S
58

S
61

H
01

H
04

H
07

H
10

H
13

ピ
ー
ク
流
量

(m
3/

s
)

基本高水のピーク流量 4100m3/s

戦後第2位の流量 2500m3/s(S25.9)

戦後第1位の流量 3400m3/s(S22.9)

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

S
22

S
25

S
28

S
31

S
34

S
37

S
40

S
43

S
46

S
49

S
52

S
55

S
58

S
61

H
01

H
04

H
07

H
10

H
13

H
16

H
19

ピ
ー
ク
流
量

(
m
3
/
s)

基本高水のピーク流量 2700m3/s戦後第1位の流量 2300m3/s(S22.9)

戦後第2位の流量 1500m3/s(S23.9)

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

S
22

S
25

S
28

S
31

S
34

S
37

S
40

S
43

S
46

S
49

S
52

S
55

S
58

S
61

H
01

H
04

H
07

H
10

H
13

H
16

H
19

ピ
ー
ク
流
量

(
m
3
/
s)

基本高水のピーク流量 4100m3/s

戦後第2位の流量 2900m3/s(S22.9)

戦後第1位の流量 3800m3/s(S23.9)

0

50

100

150

200

250

300

350

S
2
2

S
2
5

S
2
8

S
3
1

S
3
4

S
3
7

S
4
0

S
4
3

S
4
6

S
4
9

S
5
2

S
5
5

S
5
8

S
6
1

H
0
1

H
0
4

H
0
7

H
1
0

H
1
3

流
域
平
均

2
日
雨
量
(
m
m
)

戦後第2位の降雨 275mm(S23.9)

戦後第1位の降雨 285mm(S22.9) 計画降雨量 312mm

0

50

100

150

200

250

300

S
22

S
25

S
28

S
31

S
34

S
37

S
40

S
43

S
46

S
49

S
52

S
55

S
58

S
61

H
01

H
04

H
07

H
10

H
13

H
16

H
19

流
域
平
均
2
日
雨
量
(
m
m
)

戦後第2位の降雨 252mm(S25.8)
戦後第1位の降雨 262mm(S22.9)

計画降雨量 296mm

0

50

100

150

200

250

300

S
22

S
25

S
28

S
31

S
34

S
37

S
40

S
43

S
46

S
49

S
52

S
55

S
58

S
61

H
01

H
04

H
07

H
10

H
13

H
16

H
19

流
域
平
均

2
日
雨
量

(
mm
)

戦後第2位の降雨 201mm(S22.9)

戦後第1位の降雨 255mm(S23.9) 計画降雨量 267mm

ⅤⅤ．整備目標の基本的考え方．整備目標の基本的考え方

【参考値】鳴瀬川三本木地点上流域の実績平均２日雨量 【参考値】鳴瀬川三本地点の年最大流量（氾濫ダム戻し）

※鳴瀬川資料：鳴瀬川水系河川整備学識者懇談会資料より抜粋

旧北上川和渕地点上流域の実績平均２日雨量 旧北上川和渕地点の年最大流量（氾濫ダム戻し）

江合川荒雄地点上流域の実績平均２日雨量 江合川荒雄地点の年最大流量（氾濫ダム戻し）

宮城県
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雫石川
中津川

御所ダム

四十四田ダム

田瀬ダム

猿ヶ石川

北
上
川

●館坂橋

●明治橋

●男山

北
上
川

磐井川

北
上
川

砂
鉄
川

●男山

一
関
遊
水
地

狐禅寺■

ⅤⅤ．整備目標の基本的考え方．整備目標の基本的考え方

◆現況河道及び現況洪水調節施設で昭和22年9月洪水と同規模の洪水が発生した場合の浸水想定区域

7,000m3/s(区間最小)現況流下能力
－

6,400m3/s13,400m3/s昭和22年9月

河道超過流量
現況河道・現況洪水調節施設

施設調節後の河道流出量

実績氾濫ダム

戻し流量

基準地点

狐禅寺地点

＊氾濫は外水のみ考慮
＊破堤の可能性のある全ての地点で破堤させた場合の浸水範囲を表示
＊破堤開始：危険水位(破堤の恐れのある水位相当)

※現況洪水調節施設（四十四田ダム、御所ダム、田瀬ダム、湯田ダム、石渕ダム、一関遊水地(暫定)、綱取ダム、早地峰ダム、遠野ダム、入畑ダム

昭和22年9月洪水と同規模の洪水が発生
した場合、現況の河道と現況の洪水調
節施設では洪水の被害を防止すること
が困難

⇒新たな治水対策が必要

昭和22年9月洪水と同規模の洪水が発生した場合、
・北上川水系北上川に被害が想定
・狐禅寺基本方針流量(8,500m3/s)以内であるが、主要な
地点：男山で現況流下能力を超過

5,300m3/s(区間最小)現況流下能力
900m3/s

6,200m3/s－昭和22年9月

河道超過流量
現況河道・現況洪水調節施設

施設調節後の河道流出量

実績氾濫ダム

戻し流量

主要な地点

男山地点

岩手県区間（北上川）

：S22.9現況浸水想定範囲
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想定被害内容
床上 北上川 約 11,400 世帯
床下 北上川 約 600 世帯

北上川 約 7,590 ha

浸水想定世帯数

浸水想定面積



北
上
川

旧
北
上
川

ⅤⅤ．整備目標の基本的考え方．整備目標の基本的考え方

◆現況河道及び現況洪水調節施設で昭和22年9月洪水と同規模の洪水が発生した場合の浸水想定区域

1,700m3/s(区間最小)現況流下能力
500m3/s

2,200m3/s2,900m3/s昭和22年9月

河道超過流量
現況河道・現況洪水調節施設

施設調節後の河道流出量

実績氾濫ダム

戻し流量
和渕地点

＊氾濫は外水のみ考慮
＊破堤の可能性のある全ての地点で破堤させた場合の浸水範囲を表示

＊破堤開始：危険水位(破堤の恐れのある水位相当)

※現況洪水調節施設（鳴子ダム、花山ダム、小田ダム、荒砥沢ダム、栗駒ダム、南谷地遊水地、蕪栗沼遊水地、新江合川(暫定)、旧北上川分流施設）

昭和22年9月洪水と同規模の洪水が発生
した場合、現況の河道と現況の洪水調
節施設では洪水の被害を防止すること
が困難

⇒新たな治水対策が必要

昭和22年9月洪水と同規模の洪水が発生した場合、
・北上川水系北上川・旧北上川・江合川に被害が想定
・和渕基本方針流量(2,500m3/s)以内であるものの
現況流下能力を超過

宮城県区間（北上川・旧北上川）

旧北上川分流施設

●河口

●登米

北上川■和渕

●荒雄

●涌谷

想定被害内容
合計 約 39,500 世帯
北上川 約 9,700 世帯
旧北上川 約 29,800 世帯
合計 約 3,700 世帯
北上川 約 600 世帯
旧北上川 約 3,100 世帯
合計 約 25,620 ha
北上川 約 12,650 ha
旧北上川 約 12,970 ha

浸水想定世帯数

床上

床下

浸水想定面積
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戦後の旧北上川高潮区間における整備目標は昭和35年5月チリ地震津波と
同規模の水位が発生しても、床上浸水等の重大な家屋被害の防止に努める

ⅤⅤ．整備目標の基本的考え方．整備目標の基本的考え方 北上川・旧北上川高潮区間

北上川月浜観測所の年最高水位（参考）

●旧北上川の河口部では、高潮による浸水被害が平成10年～平成19年の10年間で4度の浸水実績が
あり、被害軽減策を講じる必要がある

●また、チリ地震津波による甚大な被害を経験した箇所でもあり、今後30年間に99％の高い確率で
発生すると予想されている宮城県沖地震に鑑み、地震・津波防災対策が必要である

◆河口部における治水の目標

※北上川においては過去年最高水位は平成18年10月となるが現況堤防の方が高く、高潮区間の暫定整備は終了している。

※宮城県沖想定津波：地震調査研究推進本部（本部長：文部科学大臣）において今後30
年間の発生確率99％の宮城県沖地震が三陸沖にて発生した場合の想定津波高
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戦後第1位の水位 TP1.806m(H18.10：高潮)

現況堤防高(高潮区間最低高)：TP3.82m

宮城沖

想定津波

(参考)

チリ津波

計画堤防高：TP4.626m
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※チリ地震津波の水位は、観測地点の観測水位であり、浸水箇所等での痕跡水位は考慮していない

チリ地震津波

旧北上川門脇観測所の年最高水位
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戦後第1位の水位 TP2.504m(KP3.379)[S35.5痕跡：チリ津波]

現況地盤高(高潮区間最低高)：TP1.14m

宮城沖

想定津波

(参考)

計画堤防高：TP4.126m

HWL TP1.982m

TP+2.19m S35.5チリ地震津波



ⅤⅤ．整備目標の基本的考え方．整備目標の基本的考え方

昭和35年5月チリ地震津波と同規模の水位が発生した場合
・北上川水系旧北上川の高潮区間において被害が想定

昭和35年5月チリ地震津波と同規模
の水位が発生した場合、現況の河道で
は被害を防止することが困難

⇒新たな治水対策が必要

◆現況河道で昭和35年5月チリ地震津波と同規模の水位が発生した場合の浸水想定区域

北上川・旧北上川高潮区間

：チリ地震津波実績浸水範囲

流失全壊家屋数： 84戸

床上浸水 ：1,724戸

浸水面積 ：約90ha

被害状況（石巻市）
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